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チェック欄

利用団体名・氏名

　定員制限緩和でのイベント等の開催にあたっては、この「主催者セルフチェックシート」をご活用いただき、適切な感染防止策等を講じていただく

ようお願いします。イベントの申請を認めた場合であっても、下記の感染防止対策が担保できない場合は当日も含めイベントの開催取消を要請する場

合がございます。

　なお、新型コロナウイルスは未知の感染症であり、チェックリストに掲げられた対策を講じれば万全ということではないことにご注意いただくとと

もに、新たな知見が得られたり、今後の感染状況の推移などによって効果的な対策や取扱いに変更があり得ることをご留意ください。

利用日

令和　　年　　　月　　　日

利用内容

□

□

□

□

４　大声なしエリアにおける大声を出さないことの担保

　大声なしエリアで大声を出すものやラッパ等の鳴り物を鳴らすものがいた場合、個別に注意、対応などができるよう体制を整

備（人員を配置等）すること。

□

２　イベント参加者間の適切な距離の確保

　イベント会場（客席、入退場口やトイレ等の共用部）におけるイベント参加者間の適切な距離の確保を行うこと。

３　「大声あり」、「大声なし」のエリアの区分

□

８　感染拡大対策の実施

確認項目

チェックリスト

１　適切なマスクの着用

　参加者に対し適切なマスク（不織布マスクの推奨。）の正しい着用の周知・徹底をすること。

９　出演者やスタッフの感染対策の実施

　大声が想定されるイベントでは、大声ありエリア、大声なしエリアの明確な区分を作り、それぞれにおける、イベント参加者

間の適切な距離を確保すること。（大声ありエリア:収容定員50%、大声なしエリア:収容定員100%）※大声の定義は「観客等が

通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発するイベント」が大声ありに該当します。

５　適切な換気の実施

　主催者による窓開け、扉開けを適宜行うことで、適切な換気を実施すること。

６　消毒の徹底

　イベント参加者によるこまめな手洗・手指消毒の徹底や、必要に応じて主催者側によるイベント会場（客席、入退場口やトイ

レ等の共用部）の消毒を実施すること。

　イベントで感染者が発生した場合、主催者から参加者へ注意喚起を行うこと。

□

10　イベント主催者による感染防止の取組の公表

　チラシやホームページ等により、感染防止の取組を公表すること。

７　イベント前の感染対策

　発熱等の症状がある者のイベント参加の自粛の呼びかけを行うこと。

　出演者やスタッフによる、練習時・本番等における感染経路に応じた感染対策に加え、健康管理や必要に応じた検査等を実施

するほか、舞台と客席との適切な距離の確保等、出演者やスタッフから参加者に感染させないための対策を実施すること。

□

□

□


